
注　意　事　項

1 試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけない。

2 この問題冊子は 26 ページである。  

 試験中に問題冊子の印刷不鮮明，ページの落丁・乱丁及び汚れ等に気付いた場合は，手を挙げて

監督者に知らせること。

3 試験開始の合図前に，監督者の指示に従って，解答用紙の該当欄に以下の内容をそれぞれ正しく

記入し，マークすること。

・①氏名欄  

 氏名を記入すること。

・②受験番号，③生年月日，④受験地欄  

 受験番号，生年月日を記入し，さらにマーク欄に受験番号（数字），生年月日（年号・数字）， 

受験地をマークすること。

4 受験番号，生年月日，受験地が正しくマークされていない場合は，採点できないことがある。

5 解答は，解答用紙の解答欄にマークすること。例えば， 10 と表示のある解答番号に対して

2と解答する場合は，次の（例）のように解答番号 10の解答欄の 2にマークすること。

6 問題冊子の余白等は適宜利用してよいが，どのページも切り離してはいけない。

7 試験終了後，問題冊子は持ち帰ってよい。

（例） 解答
番号 解　　　答　　　欄

10 1　 2　 3　 4　 5

第 2 回

国　　　　　語令和 4年度 （50分）
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次
の
問
1
〜
問
5
に
答
え
よ
。

問
1

　
ア
、
イ
の
傍
線
部
の
漢
字
の
正
し
い
読
み
を
、
次
の
各
群
の
1
〜
5
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

1

・

2

。

ア
　
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
明
瞭
な
発
音
を
聞
く
。

　
　

1
　
け
い
か
い

2
　
け
い
み
ょ
う

3
　
め
い
か
い

4
　
め
い
り
ょ
う

5
　
め
い
ろ
う

イ
　
期
待
と
不
安
が
交
錯
す
る
。

　
　

1
　
か
い
そ
う

2
　
こ
う
し
ゃ
く

3
　
か
い
し
ゃ
く

4
　
ふ
さ
く

5
　
こ
う
さ
く

1

1

⎩―――⎨―――⎧

2

⎩―――⎨―――⎧

国語

国
　
　
　
語

　  

（
解
答
番
号 

1

 

〜 

22

 

）
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問
2

　
傍
線
部
に
当
た
る
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
用
い
る
も
の
を
、
次
の
1
〜
5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

3

。

メ
イ
ギ
を
娘
に
書
き
換
え
る
。

　
　

1
　
テ
キ
ギ
休
み
を
と
る
。

2
　
自
分
の
ギ
ム
を
果
た
す
。

3
　
ギ
ジ
ュ
ツ
の
向
上
を
図
る
。

4
　
ヨ
ウ
ギ
を
否
認
す
る
。

5
　
ギ
カ
イ
の
承
認
を
得
る
。

問
3

　
空
欄

に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
後
の
1
〜
5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

4

。

決
勝
戦
に
進
出
で
き
て

夢
の
よ
う
だ
。

1
　
た
と
え

2
　
ど
う
か

3
　
も
し
も

4
　
ぜ
ひ

5
　
ま
る
で

⎩―――⎨―――⎧

国語
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問
4

　
熟
語
の
構
成
と
し
て
他
と
種
類
が
異
な
る
も
の
を
、
次
の
1
〜
5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

5

。

1
　
就
職

2
　
入
学

3
　
潜
水

4
　
巨
大

5
　
即
位

問
5

　
手
紙
を
書
く
時
期（
新
暦
）と
時
候
の
挨
拶
の
組
合
せ
と
し
て
適
当
で
な
い
も
の
を
、
次
の
1
〜
5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

6

。

1
　
二
月
中
旬
…
…
立
春
と
は
言
い
な
が
ら
寒
い
日
が
続
き
ま
す

2
　
四
月
上
旬
…
…
小
春
日
和
の
好
天
が
続
く
今
日
こ
の
頃

3
　
七
月
下
旬
…
…
暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

4
　
八
月
中
旬
…
…
残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

5
　
十
月
上
旬
…
…
秋
晴
れ
の
日
が
続
く
今
日
こ
の
頃

国語
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東
高
校
で
は
、「
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」の
一
環
と
し
て
、
入
学
式
の
翌
日
の
放
課
後
に
、
生
徒
会
が
主
催
す
る「
部
活
動
紹
介
」が
体
育
館
で
行
わ
れ
る
。
次
に
挙
げ

る【
部
活
動
紹
介
冊
子（
演
劇
部
）】は
、
新
入
生
に
配
ら
れ
た
部
活
動
紹
介
冊
子
中
の
演
劇
部
の
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。
ま
た
、【
演
劇
部
勧
誘
ス
ピ
ー
チ
】は
、
体
育
館
で
の
部
活
動
紹

介
の
際
に
、
演
劇
部
の
飯
山
さ
ん
が
新
入
生
に
向
け
て
話
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
読
ん
で
、
問
1
、
問
2
に
答
え
よ
。

2
部活動名　（　　演劇部　　）

活動日　　（　　月・火・金（週 3日）　　）

活動場所　（　　第 1体育館ステージ　　）

新入生の皆さんへ

　 2年生 6名、 3年生 4名の 10 名で活動しています。
　 とても仲のよい部活です。
　 誰もが「主役」になれる部活です。
　 初心者、経験者は問いません。
　 意欲があれば誰でもＯＫ！

　まずは第 1体育館ステージに遊びに来てください。

― 10 ―

【
部
活
動
紹
介
冊
子（
演
劇
部
）】

皆さん、こんにちは。演劇部の紹介を始めます。私は部長の飯山です。
冊子の 10 ページをあけてください。活動日や活動場所などは、冊子の通
りです。今日は、各部ごとの紹介時間が 5分ということなので、皆さんに
特に伝えたいことを、二つに絞ってお話しします。
私が伝えたいことの一つ目は、演劇部は、誰もが自分のやってみたいこ
とを実現できる部活だということです。皆さんの中に、文章を書くことが
好きな人、絵を描くことが好きな人、大声を出してすっきりしたい人、小
物を作ることが好きな人、舞台照明や音響の装置に興味がある人、舞台の
演出をやってみたい人などはいませんか？　皆さんそれぞれが「やってみ
たいと思っていること」を実現できるのが、演劇部です。その意味で、演
劇部では誰もが主役です。ぜひ一度、演劇部の活動を見に来てください。
伝えたいことの二つ目には、10 ページのシマウマのイラストが関係し
ています。「演劇部がなぜシマウマ？」と思っている人がいるかもしれませ
んね。冊子にも書きましたが、4月 20 日の 16 時から第 1体育館ステージ
で、新入生歓迎公演を行います。「シマウマのユウウツ」という創作劇を上
演します。「シマウマのユウウツ」というタイトルは忘れてしまったとして
も、このシマウマのイラストを見て、シマウマにちなんだ新歓公演がある
ことを思い出してください。ついでに言うと、演劇部の顧問は理科の島田
先生です。シマウマの「シマ」という音で、顧問は「シマ」という音から始ま
る島田先生だということも、思い出してください。
以上で演劇部の紹介を終わります。

【
演
劇
部
勧
誘
ス
ピ
ー
チ
】

4 月 20 日 16 :00 ～
第 1体育館ステージ
　新歓公演やります！Ａ

Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

国語
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問
1　

飯
山
さ
ん
は【
演
劇
部
勧
誘
ス
ピ
ー
チ
】を
す
る
際
、【
部
活
動
紹
介
冊
子（
演
劇
部
）】の
記
載
事
項
の
ど
の
部
分
に
焦
点
を
あ
て
て
話
し
て
い
る
か
。
そ
の
組
合
せ
と
し
て

最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

7

。

1　

下
線
部
Ａ
と
下
線
部
Ｃ

2　

下
線
部
Ａ
と
下
線
部
Ｄ

3　

下
線
部
Ｂ
と
下
線
部
Ｄ

4　

下
線
部
Ｂ
と
下
線
部
Ｅ

5　

下
線
部
Ｃ
と
下
線
部
Ｅ

問
2　

飯
山
さ
ん
の【
演
劇
部
勧
誘
ス
ピ
ー
チ
】に
つ
い
て
正
し
く
説
明
し
た
も
の
は
ど
れ
か
。
そ
の
組
合
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
後
の
1
〜
5
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
べ
。
解
答
番
号
は

8

。

ア 　

ス
ピ
ー
チ
の
中
で
同
じ
呼
び
か
け
の
表
現
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
聞
き
手
と
の
一
体
感
を
つ
く
り
だ
そ
う
と
し
て
い
る
。

イ 　

聞
き
手
が
疑
問
に
思
う
よ
う
な
事
柄
を
挙
げ
て
か
ら
具
体
的
な
説
明
を
す
る
こ
と
で
、
聞
き
手
の
興
味
を
引
き
つ
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

ウ 　
【
部
活
動
紹
介
冊
子（
演
劇
部
）】に
書
い
て
い
な
い
内
容
を
ス
ピ
ー
チ
の
中
心
に
据
え
る
こ
と
で
、
聞
き
手
に
演
劇
部
の
詳
細
な
情
報
が
伝
わ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

エ 　
「
一
つ
目
」「
二
つ
目
」の
よ
う
な
文
脈
を
整
理
す
る
語
句
を
使
う
こ
と
で
、
聞
き
手
が
正
確
に
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

オ 　

難
し
い
外
来
語
に
は
そ
の
都
度
丁
寧
な
説
明
を
加
え
る
こ
と
で
、
聞
き
手
が
内
容
を
理
解
し
や
す
く
な
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

カ 　

キ
ー
ワ
ー
ド
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
伝
え
た
い
こ
と
を
聞
き
手
に
印
象
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

1　

ア
と
オ

2　

ア
と
ウ
と
エ

3　

イ
と
エ
と
カ

4　

イ
と
オ

5　

ウ
と
カ

国語
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南
高
校
で
は
、
国
語
の
時
間
に「
現
代
の
若
者
」に
つ
い
て
各
自
が
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
調
べ
た
結
果
を
報
告
書
に
ま
と
め
る
学
習
を
し
て
い
る
。
今
回
の
授
業

の
目
標
は
、
自
分
の
研
究
の
全
体
像
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
中
間
報
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
各
自
が
作
成
し
た
中
間
報
告
書
案
を
グ
ル
ー
プ
内
で
読

ん
で
、
内
容
や
表
現
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
合
っ
た
。
上
田
さ
ん
が
書
い
た【
中
間
報
告
書
案
】と
、【
グ
ル
ー
プ
の
人
が
付
箋
紙
に
書
い
た
上
田
さ
ん
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

を
読
ん
で
、
問
1
、
問
2
に
答
え
よ
。

3
中間報告書案

上田　光
【テーマ】
インターネットを利用する 10 代の若者はどのような問題を抱えているのか。

【テーマ設定の理由】
現代の高校生はスマートフォンを手放すことができない生活を送っており、こ

のことが、10 代の若者の日常生活全般に悪影響を与えているのではないかと考え
たため。今回の研究を通して、インターネットを利用する 10 代の若者が抱える
問題について明らかにしたい。

【進捗状況】
10 代の若者のインターネットの利用状況を調べるために、総務省情報通信政策

研究所「令和 2年度情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査報告書」
（以降「報告書」と表記）の特徴的なデータに注目して分析した。得た結論は次の 2  
点である。

1．10 代の多くの人がスマートフォンを手放せない生活をしており、利用する
メディアがインターネットに大きく偏っている。
2．インターネットの利用項目の中では、ソーシャルメディア、動画、オンラ
インゲーム・ソーシャルゲームなど、利用時間が長くなる傾向のあるもの
が、10 代には人気がある。このことが 10 代のインターネットの利用時間を
増やす要因となっている。

「 1」については、「報告書」によると、テレビ、インターネット、新聞、ラジオ
というメディアのうち、10 代の若者が利用するメディアとして群を抜いて多いの
がインターネットである。実に 9割以上の若者が平日・休日にインターネットを
利用している。また、若者のインターネットの平均利用時間は、若者の他のメ
ディアの平均利用時間より長く、平日では約 4時間、休日では実に 5時間以上に
上る。このことから、10 代のかなりの人がスマートフォンを手放せない生活をし
ていることが分かる。
「 2」については、「報告書」で 10 代の若者がインターネットを何に利用してい
るのかを調べてみると、平日・休日ともに上位の 3つにあったのが、「ソーシャ
ルメディアを見る・書く」「動画投稿・共有サービスを見る」「オンラインゲーム・
ソーシャルゲームをする」であった。さらに「報告書」のデータによると、若者が
それらを行う時間の平均は、「ソーシャルメディアを見る・書く」「動画投稿・共
有サービスを見る」ことについては、平日・休日ともに約 1～ 2 時間、「オンライ
ンゲーム・ソーシャルゲームをする」ことについては、平日・休日ともに 1時間
程度になっている。これらのことから、比較的利用時間の長いソーシャルメディ
ア、動画、オンラインゲーム・ソーシャルゲームなどが 10 代には人気があり、
そのことが 10 代のインターネットの利用時間を増やす要因となっていることが
分かる。

【今後の予定】
今回【進捗状況】に書いた内容を、図表を交えて分かりやすくまとめるつもりで

ある。

【参考資料】
総務省情報通信政策研究所「令和 2年度情報通信メディアの利用時間と情報行動
に関する調査報告書」

【
中
間
報
告
書
案
】

https://www.soumu.go.jp/main_content/000765258.pdf
総務省情報通信政策研究所「令和 2年度情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調
査」により作成

国語
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中間報告書案の【テーマ】と【テーマ設定の

理由】を見ると、上田さんは、「スマート

フォンを手放すことができずにインター

ネットを利用し続ける現代の高校生たち

は、そのことに悪影響をうけている」と捉

えています。しかし、スマートフォンには

よい点もたくさんあると思うので、【今後

の予定】には、この点を調べていくことを

書くといいと思います。

 （奥川）

上田さんは【進捗状況】のところですぐに結

論を述べてしまっていますが、これでは

せっかくの面白味が半減してしまうと思い

ます。だから、中間報告書をまとめなおす

ときには、読み手が読み進めながらいろい

ろと想像を広げることができるように、最

後まで全体像が分からないような書き方を

した方がいいと思います。

 （立石）

【
グ
ル
ー
プ
の
人
が
付
箋
紙
に
書
い
た
上
田
さ
ん
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

中間報告書案では、総務省情報通信政策研

究所「令和 2年度情報通信メディアの利用

時間と情報行動に関する調査報告書」が使

われています。上田さんは【進捗状況】のと

ころで、この資料の表記について「以降 

『報告書』と表記」としていますが、用いた

資料は正確に表記すべきだと思うので、こ

のような省略はしない方がいいと思いま

す。

 （横峰）

上田さんは「10 代の若者はどのような問題

を抱えているのか」を【テーマ】にしていま

すが、10 代の中でも一部にはインター

ネットを利用しない人もいると思います。

だから、インターネットを利用しない 10

代の人たちがどのような問題を抱えている

のかについても詳しく調査すると、内容が

充実すると思います。中間報告書には、そ

のような内容も加えてはどうでしょうか。

 （下山）

上田さんの【テーマ】は「インターネットを

利用する 10 代の若者はどのような問題を

抱えているのか」ですが、この中間報告書

案の【進捗状況】を見ると、「10 代の若者の

インターネットの利用状況の分析」にとど

まっています。10 代の若者が抱える問題

が何であるかという結論にいたるために、

どのようなことを調べていくのかを【今後

の予定】の内容に付け加えるといいと思い

ます。 （中畑）

国語
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問
1　
【
中
間
報
告
書
案
】の
下
線
部　

10
代
の
か
な
り
の
人
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
手
放
せ
な
い
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る　

と
あ
る
が
、
こ
の
部
分
で
上
田
さ
ん
が
前

提
と
し
て
い
る
こ
と
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

9

。

1　

10
代
の
人
た
ち
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
と
き
に
用
い
る
機
器
の
多
く
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
あ
る
。

2　

10
代
の
人
た
ち
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
手
放
せ
な
い
生
活
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
調
べ
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
。

3　

10
代
の
人
た
ち
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
す
る
こ
と
を
禁
止
、
ま
た
は
制
限
す
る
こ
と
に
賛
成
で
あ
る
。

4　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用
は
10
代
の
人
た
ち
の
友
人
関
係
を
希
薄
に
す
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

5　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用
は
10
代
の
人
た
ち
の
学
力
低
下
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

問
2　
【
中
間
報
告
書
案
】を
研
究
の
全
体
像
を
伝
え
る
中
間
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
る
際
に
、
内
容
や
表
現
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
上
田
さ
ん
が
取
り
入
れ
る
べ
き
ア
ド
バ
イ

ス
を
述
べ
て
い
る
の
は
誰
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

10

。

1　

立
石
さ
ん

2　

下
山
さ
ん

3　

中
畑
さ
ん

4　

奥
川
さ
ん

5　

横
峰
さ
ん
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
問
1
〜
問
6
に
答
え
よ
。

日
常
生
活
世
界
を
解
読
し
た
社
会
学
者
Ａ
・
シ
ュ
ッ
ツ
に
よ
れ
ば
、
私
た
ち
は
普
段「
類
型
」に
準
拠
し
て
他
者
を
理
解
し
、「
類
型
」は
私
た
ち
が
そ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た

「
知
識
在
庫
」に
依
存
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
先
の
男
子
学
生
が
卒
業
し
て
社
会
に
出
る
と「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」と
な
り
ま
す
。「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」と
い
う「
類
型
」は
、
ア
イ
ロ
ン

が
効
い
た
し
わ
の
な
い
ワ
イ
シ
ャ
ツ
に
趣
味
の
い
い
ネ
ク
タ
イ
を
締
め
、
落
ち
着
い
た
色
の
ス
ー
ツ
を
着
て
、
に
こ
や
か
に
お
客
様
に
対
応
す
る
と
い
っ
た
実
際
の
場
面
に
即
応

し
た
常
識
的
知
か
ら
構
成
さ
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
外
見
、
見
た
目
に
関
連
し
た
も
の
と
言
え
ま
す
。
よ
り
外
見
に
徹
底
し
た「
類
型
」と
い
え
ば
、「
就
活
す
る
大
学
生
」を
思
い

出
し
ま
す
。
個
々
の
学
生
が
ど
の
よ
う
な
人
間
性
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
な
思
想
を
も
っ
て
い
る
の
か
な
ど
、「
内
実
」に
一
切
関
わ
り
な
く
、〝
就
活
ス
ー
ツ
〞に
身
を
固
め
、
清
潔

な
髪
形
に
整
え
た
瞬
間
、
彼
ら
は「
就
活
す
る
大
学
生
」に
変
身
し
て
し
ま
い
ま
す
。

人
間
は
外
見
や
見
か
け
で
は
な
く
、
そ
の
中
身
が
大
事
だ
、
と
い
う
考
え
を
否
定
す
る
人
は
ま
ず
い
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
う
で
あ
り
な
が
ら
同
時
に
私
た
ち
は
普
段
、
い
ち
い

ち
目
の
前
に
い
る
他
者
の〝
な
か
み
〞や〝
こ
こ
ろ
〞を
気
に
し
て
、
生
き
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
他
者
の
内
実
で
は
な
く
他
者
の「
外
見
」を
も
と
に
し
て
、
そ
の
場
そ
の

時
に
応
じ
て
、
目
の
前
の
相
手
が
何
者
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
適
切
で
あ
る
か
を
瞬
時
の
う
ち
に
判
断
し
、
実
践
し
て
い
る
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
外
見
を
考
え

る
こ
と
は
、
日
常
に
お
け
る
他
者
と
の
出
会
い
や
他
者
理
解
を
考
え
る
う
え
で
、
と
て
も
重
要
な
営
み
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。「
た
か
が
外
見
、
さ
れ
ど
外
見
」な
の
で
す
。

「
さ
れ
ど
外
見
」を
考
え
る
と
き
、
私
た
ち
は
普
段
、
他
者
と
ど
の
よ
う
に
向
き
あ
っ
て
い
る
の
か
を
じ
っ
く
り
と
見
つ
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
ゴ
フ
マ
ン

と
い
う
一
風
変
わ
っ
た
社
会
学
者
が
生
涯
テ
ー
マ
と
し
た「
共
在
＝
他
者
と
と
も
に
在
る
こ
と
」を
考
え
、
そ
の
あ
り
よ
う
を
解
読
す
る
営
み
と
密
接
に
関
連
し
て
い
ま
す
。
ゴ
フ

マ
ン
は
、
人
間
が
他
者
と
共
に
い
る
営
み
や
複
数
の
人
間
か
ら
で
き
る
集
ま
り
に
は
、
そ
れ
自
体
固
有
の
秩
序
が
つ
く
ら
れ
維
持
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
い

ま
す
。「
相
互
行
為
秩
序（the interaction order

）」と
い
う
も
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
私
た
ち
は
電
車
に
乗
っ
て
い
る
時
に
、
ど
の
よ
う
な
秩
序
を
維
持
し
な
が
ら
過
ご
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
が
ま
ず
思
い
つ
く
の
は「
他
者
は
じ
っ
と
み
つ

め
な
い
」と
い
う
ル
ー
ル
で
す
。
ど
ん
な
に
目
の
前
の
座
席
に
座
っ
て
い
る
人
が
魅
力
的
で
あ
ろ
う
と
私
は
そ
の
人
を
じ
っ
と
見
つ
め
た
り
は
し
ま
せ
ん
。
で
も
や
は
り
気
に
な

る
時
は
、
そ
の
人
だ
け
を
注
視
す
る
の
で
は
な
く
、
他
の
光
景
も
眺
め
て
い
る
ふ
り
を
し
な
が
ら
、
そ
れ
と
な
く
見
る
で
し
ょ
う
。
ゴ
フ
マ
ン
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
そ
れ
は

「
焦
点
を
あ
わ
せ
な
い（unfocused

）」見
方
で
あ
り
、
こ
う
し
た
秩
序
が
維
持
さ
れ
て
い
る
の
は「
焦
点
を
あ
わ
せ
な
い
人
々
の
集
ま
り
」で
あ
り
、
電
車
の
よ
う
な
公
共
的
な
空

間
で
典
型
的
に
み
ら
れ
る
現
象
で
す
。
つ
ま
り
私
に
限
ら
ず
乗
り
合
わ
せ
た
多
く
の
人
は
、
電
車
の
中
で
は
、
特
定
の
誰
か
に
焦
点
を
あ
わ
せ
な
い
で
、
焦
点
を
ぼ
か
し
な
が
ら

周
囲
の
乗
客
の
姿
や
様
子
を
見
る
と
も
な
く
見
て
い
る
の
で
す
。

さ
ら
に
言
え
ば
私
た
ち
は
、
他
の
乗
客
と
の〝
距
離
〞を
絶
妙
に
保
ち
な
が
ら
、
自
分
の
場
所
を
維
持
し
つ
つ
ス
マ
ホ
に
熱
中
し
た
り
音
楽
を
聴
い
た
り
本
を
読
ん
だ
り
し
て
い

4

（
注
1
）

Ａ

（
注
2
）

（
注
3
）

Ｂ

国語

012



2022KN2A-01-―　　―12

ま
す
。
ゴ
フ
マ
ン
に
言
わ
せ
れ
ば
、
新
聞
や
週
刊
誌
や
本
は
、
他
者
と
の〝
距
離
〞を
と
り
、〝
距
離
〞を
保
っ
て
い
る
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
自
分
は
他
者
に
対
し
て
関
心
は
な
い

し
、
他
者
と
い
う
存
在
へ
関
与
す
る
つ
も
り
も
な
い
こ
と
を
周
囲
の
他
者
に
表
示
す
る
た
め
の「
道
具
」な
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
今
は
ス
マ
ホ
こ
そ
最
適
な「
道
具
」で
す
。

た
だ
そ
う
し
た
視
線
の
取
り
方
や「
道
具
」が
通
常
に
機
能
し
て
電
車
内
の
秩
序
が
維
持
さ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
危
う
く
な
る
状
況
は
い
く
ら
で
も
起
こ
り
得
ま
す
。

満
員
電
車
に
乗
っ
て
、
私
は
い
つ
も
気
に
な
り
、
ど
う
し
よ
う
か
困
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
隣
に
立
っ
て
い
る
人
や
座
っ
て
い
る
人
が
熱
中
す
る
ス
マ
ホ
の

画
面
が「
見
え
て
し
ま
う
」こ
と
で
す
。
見
た
く
な
け
れ
ば
目
を
閉
じ
れ
ば
い
い
だ
け
で
す
が
、
満
員
で
身
動
き
も
ま
ま
な
ら
な
い
と
き
、
目
を
閉
じ
続
け
る
と
不
安
定
な
状
態
に

な
る
し
、
さ
り
と
て
他
に
視
線
を
移
そ
う
と
す
れ
ば
、
そ
こ
で
も
別
の
ス
マ
ホ
の
画
面
が
見
え
て
し
ま
い
ま
す
。
見
た
く
も
な
い
も
の
が
、
ま
さ
に「
見
え
て
し
ま
う
」の
で
す
。

で
も
な
ぜ
私
は
困
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
ス
マ
ホ
は
使
用
し
て
い
る
人
に
と
っ
て
、
満
員
電
車
と
い
う
人
間
が
充
満
し
た
異
様
な
空
間
で
、
自
分

の
世
界
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
が
で
き
る
有
効
な
道
具
で
す
。
そ
れ
は
同
時
に
他
者
に
対
し
て
関
心
も
な
い
し
関
与
も
し
な
い
こ
と
を
示
す
道
具
で
も
あ
り
ま
す
。
イ
ヤ
ホ
ン
で
音

楽
を
聴
き
、
ス
マ
ホ
の
画
面
に
目
を
落
と
し
て
ゲ
ー
ム
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
や
り
と
り
に
集
中
し
て
い
る
姿
。
そ
れ
は
周
囲
の
世
界
や
外
界
に
対
し
て
耳
も
目
も
遮
断
し
、
自
分
だ
け

の
世
界
に
集
中
し
て
い
る
姿
を
周
囲
に
表
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
表
示
す
る
」と
書
い
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
ス
マ
ホ
に
熱
中
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
人
は
完
全
に
他
の

乗
客
や
外
界
の
音
や
様
子
を
遮
断
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
聞
こ
う
と
思
え
ば
聞
け
る
し
、
見
よ
う
と
思
え
ば
見
え
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
う
し
た
外
界
と
の
繋つ
な

が
り
方
を
意
味
し

て
い
ま
す
。

さ
き
ほ
ど
電
車
内
で
人
々
が
適
切
に〝
距
離
〞を
保
つ
こ
と
が
電
車
の
秩
序
に
と
っ
て
重
要
だ
と
述
べ
ま
し
た
が
、
満
員
電
車
の
よ
う
に〝
距
離
〞す
ら
保
つ
こ
と
が
困
難
な
場

合
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し
て
自
分
を
守
り
、
自
分
と
他
者
と
の
繋
が
り
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ゴ
フ
マ
ン
の
発
想
を
借
り
て
、
私
は
こ
う
考
え
ま
す
。

私
た
ち
は
、
自
分
を
守
る〝
膜
〞と
で
も
い
え
る
も
の
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
状
況
に
よ
っ
て
堅け

ん

牢ろ
う

な〝
殻
〞と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
薄
く
、
破
れ
や
す
く
、
誰
の
目

に
も
見
え
な
い
透
明
な〝
膜
〞で
す
。
そ
し
て
満
員
電
車
の
よ
う
に
人
間
が
過
剰
に
密
集
し
て
し
ま
う
と
き
、
当
然〝
距
離
〞の
維
持
は
難
し
く
、
さ
ら
に〝
膜
〞さ
え
も
お
互
い
に
触

れ
合
い
、
擦
り
あ
わ
せ
る
こ
と
で
、
破
れ
て
し
ま
う
危
険
に
私
た
ち
は
さ
ら
さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
態
の
な
か
、
私
た
ち
は
、
ス
マ
ホ
な
ど
使
え
る「
道
具
」を
駆
使
し
て
、

互
い
の〝
膜
〞を
破
る
危
険
を
回
避
で
き
る
よ
う
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
る
の
で
す
。

私
が
困
っ
て
し
ま
う
の
は
、
隣
の
他
者
の〝
膜
〞を
な
ん
と
か
破
ら
な
い
よ
う
に
注
意
を
払
い
、
そ
の
場
で
い
ろ
い
ろ
と
ふ
る
ま
っ
て
も
、〝
膜
〞の
向
こ
う
に
あ
る
他
者
の
世
界

が「
見
え
て
し
ま
う
」か
ら
で
す
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
や
り
と
り
や
個
人
で
検
索
し
て
い
る
情
報
や
ゲ
ー
ム
の
様
子
な
ど
、
別
に
私
は
見
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
結
果
と
し
て
隣
の
人
が
懸

命
に
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
る〝
自
分
だ
け
の
世
界
〞を「
侵
犯
」し
て
し
ま
う
危
う
さ
を
感
じ
る
か
ら
な
の
で
す
。

自
分
の〝
膜
〞を
守
り
つ
つ
、
他
者
の〝
膜
〞つ
ま
り
、
他
者
の
私
的
世
界
を
侵
犯
し
な
い
こ
と
。
こ
れ
こ
そ
、
私
た
ち
が
日
常
し
っ
か
り
と
守
っ
て
い
る
最
大
の
儀エ

チ
ケ
ッ
ト礼

と
言
え

る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
こ
の
儀
礼
を
行
使
す
る
こ
と
に
外
見
が
密
接
に
関
連
し
て
い
ま
す
。

Ｃ
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自
分
の〝
膜
〞を
守
り
つ
つ
、
他
者
の〝
膜
〞つ
ま
り
、
他
者
の
私
的
世
界
を
侵
犯
し
な
い
と
い
う
儀
礼
は
、
さ
ら
に
私
た
ち
が
そ
の
場
そ
の
と
き
に
応
じ
て
適
切
に
自
分
の〝
外

見
〞を
整
え
る
こ
と
で
達
成
さ
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
私
は
、
電
車
で
空
い
て
い
る
席
を
見
つ
け
る
と
、
座
る
前
に
必
ず「
す
み
ま
せ
ん
」と
両
側
に
座
っ
て
い
る
人
に
声
を
か
け
る
か
片
手
を
少
し
前
に
出
し
て「
こ
れ
か

ら
私
が
そ
こ
に
座
り
ま
す
よ
」と
い
う
意
思
表
示
を
し
ま
す
。
両
側
の
人
の
コ
ー
ト
や
上
着
の
裾
を
尻
で
踏
ま
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
な
が
ら
座
り
、
リ
ュ
ッ
ク
は
両
腕
で
覆
う

よ
う
に
し
て
抱
え
、
膝
の
上
で
し
っ
か
り
と
安
定
さ
せ
ま
す
。
こ
こ
ま
で
す
れ
ば
、
自
分
の〝
膜
〞は
し
っ
か
り
と
守
れ
る
し
、
両
側
の
人
の〝
膜
〞に
も
触
れ
な
い
し
、
私
的
世
界

に
も「
侵
犯
」す
る
危
険
性
は
な
く
、
ほ
ぼ
完
璧
な〝
乗
客
と
し
て
の
外
見
〞を
私
は
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
こ
う
し
た
外
見
を
つ
く
り
あ
げ
た
後
で
、
今
日
の

講
義
で
使
え
そ
う
な
面
白
い
ネ
タ
は
な
い
か
と
、
ど
こ
に
焦
点
を
あ
わ
せ
る
こ
と
も
な
く
、
乗
客
の
様
子
を
細
か
く
観
察
し
て
い
ま
す
。

状
況
に
応
じ
て
必
要
だ
と
さ
れ
る
外
見
を
整
え
る
こ
と
。
こ
の
営
み
は
、
ほ
と
ん
ど
誰
も
が
逃
れ
え
な
い
も
の
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
で
も
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
営
み
を
私
た
ち

は
し
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
も
ゴ
フ
マ
ン
か
ら
得
た
私
の
知
識
で
す
が
、
私
た
ち
は
常
に
自
分
の
姿
を
め
ぐ
り
そ
の
場
そ
の
時
の
状
況
に
適
合
す
る
よ
う
に
印
象
操
作

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
た
だ
姿
か
た
ち
と
い
う
外
形
的
な
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
自
身
が
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
か
を
相
手
に
わ
か
ら
せ
よ
う
と
す
る
自
分
の
中

身
に
ま
で
関
わ
っ
て
い
く
印
象
操
作
と
い
う
営
み
で
す
。

た
と
え
ば
私
は
大
学
で
常
に
ジ
ー
ン
ズ
と
シ
ャ
ツ
や
セ
ー
タ
ー
と
い
っ
た
姿
で
授
業
や
ゼ
ミ
を
し
、
会
議
に
出
ま
す
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
姿
で
い
る
の
か
を
深
く
考
え
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
こ
れ
ま
で
出
会
っ
て
き
た
社
会
学
の
先
輩
で
あ
る
多
く
の
先
生
の
姿
が
影
響
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
大
学
と
は
学
問
研
究
の
自
由
が
確
保
さ
れ
る

空
間
で
あ
り
、
世
間
的
な
慣
習
や
秩
序
か
ら
も
一
定
自
由
な
空
間
で
す
。
大
学
の
先
生
だ
か
ら
先
生
ら
し
い
格
好
を
し
な
さ
い
と
指
導
教
員
か
ら〝
指
導
〞さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。
お
そ
ら
く
は
自
分
の
社
会
学
を〝
自
分
ら
し
く
〞教
え
伝
え
る
う
え
で
も
っ
と
も
気
持
ち
が
い
い
印
象
操
作
を
し
よ
う
と
す
る
結
果
、
そ
の
よ
う
な
姿
と
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。
外
見
を
考
え
る
う
え
で
、
重
要
な
手
が
か
り
は〝
自
分
ら
し
さ
〞で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
私
た
ち
は
表
現
し
た
い
自
分
の
姿
が
あ
り
、
そ
れ
を
う
ま
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
化
粧
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
身
体
の
加
工
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
工

夫
し
、
自
ら
の
外
見
を
整
え
な
が
ら
生
き
て
い
ま
す
。
ま
た
す
で
に
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
私
は「
外
見
」と
い
う
言
葉
を
単
に
衣
装
や
化
粧
な
ど
で
自
分
の
顔
や
身
体
を
表
層
的

に
整
え
る
営
み
だ
け
を
含
め
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
営
み
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
で
、
そ
の
場
を
構
成
す
る
メ
ン
バ
ー
と
し
て〝
適
切
に
〞ふ
る
ま
う

た
め
の「
処
方
箋
的
な
知
」や
ふ
る
ま
い
方
も
含
め
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
私
た
ち
の
多
く
は
、
自
分
の
人
間
性
や
内
実
な
ど
と
関
係
な
く
、
そ
の
場
の
秩
序
に
あ
わ
せ
、〝
適
切

に
〞ふ
る
ま
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

（
好
井
裕
明『
他
者
を
感
じ
る
社
会
学　

差
別
か
ら
考
え
る
』に
よ
る
。）

（
注
4
）

Ｄ
Ｅ
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（
注
1
）　

Ａ
・
シ
ュ
ッ
ツ
―
― 

二
〇
世
紀
の
社
会
学
者
、
哲
学
者
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
生
ま
れ
、
の
ち
に
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
た
。
生
涯
の
大
半
を
実
業
人
と
し
て
生
き
な

が
ら
、
研
究
を
続
け
た
。

（
注
2
）　

先
の
男
子
学
生
―
―
出
典
で
は
こ
の
前
の
部
分
に
就
職
試
験
の
際
に
面
接
官
か
ら
入
社
し
た
ら
髭ひ

げ

を
剃そ

る
よ
う
念
を
押
さ
れ
た
大
学
生
の
話
が
あ
る
。

（
注
3
）　

ゴ
フ
マ
ン
―
―
二
〇
世
紀
の
社
会
学
者
。
カ
ナ
ダ
で
生
ま
れ
、
の
ち
に
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
た
。
主
著
に『
行
為
と
演
技
』な
ど
が
あ
る
。

（
注
4
）　

ゼ
ミ
―
― 

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
略
。
大
学
の
教
育
法
の
一
つ
。
教
授
な
ど
の
指
導
の
も
と
に
、
少
人
数
の
学
生
が
特
定
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
研
究
し
、
報
告
・
討
論
す

る
も
の
。

問
1　

傍
線
部
Ａ　
「
類
型
」　

と
あ
る
が
、
本
文
に
お
け
る「
類
型
」の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

11

。

1　

経
験
で
蓄
積
さ
れ
た
常
識
的
知
に
よ
っ
て
各
個
人
の
性
格
を
グ
ル
ー
プ
分
け
し
た
も
の
。

2　

日
常
生
活
世
界
の
行
動
の
パ
タ
ー
ン
に
応
じ
て
社
会
学
者
が
グ
ル
ー
プ
分
け
し
た
も
の
。

3　

主
に
身
な
り
に
関
す
る
社
会
一
般
の
了
解
事
項
に
基
づ
い
て
グ
ル
ー
プ
分
け
し
た
も
の
。

4　

各
自
の
社
会
的
立
場
に
応
じ
た
役
割
を
果
た
す
た
め
に
必
要
な
能
力
に
基
づ
い
て
グ
ル
ー
プ
分
け
し
た
も
の
。

5　

人
間
性
や
思
想
は
外
見
的
特
徴
に
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
る
と
い
う
通
念
で
人
々
を
グ
ル
ー
プ
分
け
し
た
も
の
。
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問
2　

傍
線
部
Ｂ　

相
互
行
為
秩
序　

と
あ
る
が
、
電
車
内
に
お
い
て
乗
客
が「
相
互
行
為
秩
序
」を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
る
例
と
し
て
適
当
で
な
い
も
の
を
、
次
の
1
〜

5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

12

。

1　

電
車
に
乗
り
込
ん
だ
と
き
、
車
内
が
比
較
的
空
い
て
い
た
の
で
、
他
の
乗
客
と
あ
る
程
度
の
距
離
を
と
っ
て
座
る
。

2　

電
車
内
で
隣
に
立
っ
て
い
た
乗
客
と
目
が
合
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
特
に
興
味
は
な
い
が
車
内
広
告
に
目
を
移
す
。

3　

高
校
生
が
電
車
通
学
の
際
に
雑
誌
に
目
を
落
と
し
た
り
、
車
窓
の
風
景
を
見
な
が
ら
考
え
ご
と
を
し
た
り
す
る
。

4　

満
員
電
車
で
は
あ
っ
た
が
、
音
が
漏
れ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
な
が
ら
イ
ヤ
ホ
ン
で
好
き
な
音
楽
を
聴
く
。

5　

電
車
内
で
騒
い
で
い
る
小
学
生
た
ち
が
、
引
率
の
先
生
に
指
導
さ
れ
る
こ
と
で
席
に
座
る
。

問
3　

傍
線
部
Ｃ　

そ
れ
が
危
う
く
な
る
状
況　

と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

13

。

1　

他
者
と
の〝
距
離
〞を
つ
く
り
だ
す
は
ず
の
道
具
も
、
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
個
人
的
な
領
域
に
踏
み
込
む
き
っ
か
け
と
な
っ
て
し
ま
い
、
公
共
空
間
の
秩
序
が
保
た

れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

2　

他
者
と
の〝
距
離
〞を
つ
く
り
だ
す
は
ず
の
道
具
も
、
使
用
者
の
意
図
次
第
で
他
者
の
私
的
世
界
を
侵
す
道
具
と
な
り
、
人
々
の
努
力
で
成
立
し
て
い
る
秩
序
が
成
り

立
た
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

3　

他
者
と
の〝
距
離
〞を
つ
く
り
だ
す
は
ず
の
道
具
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
発
達
に
よ
っ
て
他
者
と
の
繋
が
り
を
生
む
側
面
も
あ
る
た
め
、
人
々
が
適
度
な
距
離
感
の
あ
る

関
係
を
維
持
で
き
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
。

4　

私
的
世
界
を
守
る〝
膜
〞を
破
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
道
具
も
、
使
い
手
の
個
性
が
反
映
さ
れ
る
た
め
他
者
の
感
情
を
強
く
刺
激
し
て
、
他
者
と
の
摩
擦
を
生
む

道
具
に
な
り
う
る
と
い
う
こ
と
。

5　

私
的
世
界
を
守
る〝
膜
〞を
破
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
道
具
も
、
使
用
者
を
自
分
だ
け
の
世
界
に
閉
じ
こ
も
ら
せ
て
し
ま
い
、
周
囲
の
他
者
へ
の
配
慮
を
不
足
さ

せ
る
も
の
に
も
な
り
う
る
と
い
う
こ
と
。
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問
4　

傍
線
部
Ｄ　

外
見
を
考
え
る
う
え
で
、
重
要
な
手
が
か
り
は〝
自
分
ら
し
さ
〞で
す
。　

と
あ
る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
5
の
う
ち

か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

14

。

1　

人
間
は
自
分
自
身
の
顔
や
身
体
を
表
層
的
に
整
え
る
の
で
は
な
く
、
表
現
し
た
い
内
面
が
そ
の
ま
ま
そ
の
人
の
外
見
と
な
る
か
ら
。

2　

人
間
が
そ
の
人
に
対
し
て
持
つ
印
象
は
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
印
象
を
総
合
し
た
も
の
が
そ
の
人
の
外
見
と
な
る
か
ら
。

3　

人
間
は
そ
れ
ぞ
れ
相
手
に
見
せ
た
い
理
想
の
外
見
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
努
力
が
そ
の
人
の
外
見
に
反
映
す
る
か
ら
。

4　

人
間
が
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
内
面
を
表
現
す
る
た
め
に
、
相
手
に
与
え
る
印
象
を
形
成
し
た
結
果
が
そ
の
人
の
外
見
と
な
る
か
ら
。

5　

人
間
は
他
者
か
ら
悪
印
象
を
抱
か
れ
た
と
し
て
も
、
自
分
ら
し
い
外
見
を
整
え
て
い
れ
ば
い
ず
れ
好
印
象
に
変
わ
る
か
ら
。

問
5　

傍
線
部
Ｅ　
「
処
方
箋
的
な
知
」　

と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

15

。

1　

自
分
一
人
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
共
同
体
の
多
く
の
人
々
が
代
々
伝
え
育
ん
で
き
た
伝
統
的
な
知
へ
の
理
解
の
こ
と
。

2　

円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
に
、
相
手
の
心
理
の
機
微
に
通
じ
た
ふ
る
ま
い
を
可
能
と
す
る
教
養
の
こ
と
。

3　

何
か
が
為
さ
れ
よ
う
と
す
る
場
合
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に
お
い
て
、
そ
の
場
を
構
成
す
る
メ
ン
バ
ー
に
求
め
ら
れ
る
能
力
の
こ
と
。

4　

自
分
一
人
の
考
え
や
感
情
な
ど
は
抑
制
し
て
、
冷
徹
に
も
の
ご
と
を
や
り
遂
げ
る
強
い
意
志
に
裏
付
け
ら
れ
た
知
性
の
こ
と
。

5　

そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
で
ど
の
よ
う
な
ふ
る
ま
い
が
正
し
い
か
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
、
社
会
的
通
念
に
基
づ
く
知
識
の
こ
と
。
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問
6

　
こ
の
文
章
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

16

。

1
　
筆
者
自
身
の
実
体
験
に
即
し
な
が
ら
心
理
学
的
な
知
見
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
人
間
の
自
意
識
が「
外
見
」と
い
う
も
の
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
た
せ
、
そ
れ
が
一

人
ひ
と
り
の
意
識
す
る
自
分
の
あ
る
べ
き
姿
と
ど
の
よ
う
な
相
関
関
係
に
あ
る
か
を
論
じ
て
い
る
。

2
　
筆
者
自
身
の
実
体
験
を
含
む
具
体
例
や
社
会
学
の
見
解
を
引
用
し
つ
つ
、
社
会
と
い
う
枠
組
み
の
中
で「
外
見
」と
い
う
も
の
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
ち
、
そ
れ
が

一
人
ひ
と
り
の
意
識
す
る
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
と
ど
う
関
わ
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

3
　
筆
者
自
身
の
実
体
験
に
は
依
存
せ
ず
、
常
に
一
定
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
な
が
ら
統
計
的
に
人
間
が「
外
見
」と
い
う
も
の
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
を
提
示
し
、
社
会
と

の
関
わ
り
に
お
い
て「
外
見
」と
い
う
も
の
の
持
つ
意
味
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
論
じ
て
い
る
。

4
　
筆
者
自
身
の
実
体
験
に
は
限
定
せ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
の
実
例
を
あ
げ
、
読
者
が
直
接
に
は
経
験
し
え
な
い
特
殊
な
視
点
か
ら「
外
見
」と
い
う
も
の
を
人
間
が
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
き
た
の
か
を
実
証
的
に
検
証
し
、
社
会
と
個
人
の
意
識
と
の
関
わ
り
を
論
じ
て
い
る
。

5
　
筆
者
自
身
の
実
体
験
を
社
会
学
の
見
解
に
基
づ
い
て
考
察
し
、
そ
の
結
果
か
ら
社
会
と
い
う
枠
組
み
の
中
に
お
け
る
個
人
の
在
り
方
に
つ
い
て
仮
説
を
立
て
、
そ
の

仮
説
を
実
証
的
に
検
証
し
て「
外
見
」と
い
う
も
の
が
果
た
す
社
会
的
役
割
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
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次
の
Ⅰ
・
Ⅱ
の
文
章
を
読
ん
で
、
問
1
〜
問
5
に
答
え
よ
。

Ⅰ頼よ
り

光み
つ

朝あ
そ
ん臣

の
郎ら

う

等ど
う

季す
ゑ

武た
け

が
従
者
、
究く

つ

竟き
や
う

の
者
あ
り
け
り
。
季
武
は
第
一
の
手
利
き
に
て
、
さ
げ
針
を
も
は
づ
さ
ず
射
け
る
も
の
な
り
け
り
。
件く

だ
ん

の
従
者
、
季
武
に
い
ひ
け
る

は
、「
さ
げ
針
を
ば
射
給た

ま

ふ
と
も
、
こ
の
男
が
三
段
ば
か
り
退の

き
て
立
ち
た
ら
ん
を
ば
、
え
射
給
は
じ
。」と
い
ひ
け
る
を
、
季
武
、「
や
す
か
ら
ぬ
事
い
ふ
や
つ
か
な
。」と
思
ひ

て
、
あ
ら
が
ひ
て
け
り
。「
も
し
射
は
づ
し
ぬ
る
も
の
な
ら
ば
、
汝な

ん
ぢ

が
ほ
し
く
思
は
ん
も
の
を
所し

よ

望ま
う

に
し
た
が
ひ
て
あ
た
ふ
べ
し
。」と
さ
だ
め
て
、「
お
の
れ
は
い
か
に
。」と
い

へ
ば
、「
こ
れ
は
命
を
ま
ゐ
ら
す
る
う
へ
は
。」と
い
へ
ば
、「
さ
い
は
れ
た
り
。」と
て
、「
さ
ら
ば
。」と
て
、「
た
て
。」と
い
へ
ば
、
こ
の
男
、
い
ひ
つ
る
が
ご
と
く
三
段
退
き
て
立

ち
た
り
。
季
武
、「
は
づ
す
ま
じ
き
も
の
を
。
従
者
一
人
失
ひ
て
ん
ず
る
事
は
損
な
れ
ど
も
、
意い

趣し
ゆ

な
れ
ば
。」と
思
ひ
て
、
よ
く
引
き
て
は
な
ち
た
り
け
れ
ば
、
左
の
脇
の
し
も
五

寸
ば
か
り
退
き
て
は
づ
れ
に
け
れ
ば
、
季
武
負
け
て
、
約
束
の
ま
ま
に
、
や
う
や
う
の
物
ど
も
と
ら
す
。
い
ふ
に
し
た
が
ひ
て
と
り
つ
。
そ
の
後
、「
今
一
度
射
給
ふ
べ
し
。」と

い
ふ
。
や
す
か
ら
ぬ
ま
ま
に
ま
た
あ
ら
が
ふ
。
季
武
、「
は
じ
め
こ
そ
不
思
議
に
て
は
づ
し
た
れ
、
こ
の
度
は
さ
り
と
も
。」と
思
ひ
て
、
し
ば
し
引
き
た
も
ち
て
、
ま
中
に
あ
て

て
放
ち
け
る
に
、
右
の
脇
の
し
た
を
ま
た
五
寸
ば
か
り
退
き
て
は
づ
れ
ぬ
。
そ
の
時
こ
の
男
、「
さ
れ
ば
こ
そ
申
し
候さ

う
ら

へ
、
え
射
給
ふ
ま
じ
き
と
は
。
手
利
き
に
て
は
お
は
す
れ

ど
も
、
心
ば
せ
の
お
く
れ
給
ひ
た
る
な
り
。
人
の
身
ふ
と
き
と
い
ふ
定ぢ

や
う

、
一
尺
に
は
過
ぎ
ぬ
な
り
。
そ
れ
を
ま
中
を
さ
し
て
射
給
へ
り
。
弦つ

る

音お
と

聞
き
て
、
そ
と
そ
ば
へ
を
ど
る

に
、
五
寸
は
退
く
な
り
。
し
か
れ
ば
か
く
侍
る
な
り
。
か
や
う
の
も
の
を
ば
、
そ
の
用
意
を
し
て
こ
そ
射
給
は
め
。」と
い
ひ
け
れ
ば
、
季
武
、
理
に
折
れ
て
、
い
ふ
事
な
か
り
け

り
。

（『
古
今
著
聞
集
』に
よ
る
。）

5

（
注
1
）

（
注
2
）

（
注
3
）

（
注
4
）

（
注
5
）

（
注
6
）

Ａ

Ｂ

（
注
7
）

（
注
8
）

（
注
9
）

（
注
10
）

（
注
11
）

（
注
12
）
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（
注
1
）　
季
武
―
―
卜う

ら

部べ

季
武
。
平
安
時
代
の
武
将
。

（
注
2
）　
究
竟
―
―
武
芸
に
す
ぐ
れ
た
者
。

（
注
3
）　
第
一
の
手
利
き
―
―
こ
こ
で
は
、
弓
の
名
手
の
意
。

（
注
4
）　
さ
げ
針
―
―
糸
で
つ
り
下
げ
た
縫
い
針
。

（
注
5
）　
こ
の
男
―
―
自
分
の
こ
と
。

（
注
6
）　
三
段
―
―
約
三
二
メ
ー
ト
ル
。

（
注
7
）　
意
趣
な
れ
ば
―
―
武
士
の
意
地
で
、
も
は
や
後
に
は
引
け
な
い
の
で
。

（
注
8
）　
や
う
や
う
の
物
―
―
さ
ま
ざ
ま
の
望
み
の
品
物
。

（
注
9
）　
五
寸
―
―
約
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

（
注
10
）　
ふ
と
き
と
い
ふ
定
―
―
太
い
と
は
い
っ
て
も
。

（
注
11
）　
一
尺
―
―
約
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

（
注
12
）　
弦
音
―
―
矢
が
弦
を
離
れ
た
音
。

国語
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Ⅱ

石せ
き 

崇す
う 

為た
め
ニ

 

客ノ 

作ル
ニ

  

豆と
う 

粥じ
ゆ
く
ヲ、

咄と
つ 

嗟さ
ニ
シ
テ

    

便す
な
は
チ

  

辦べ
ん
ジ、

恒つ
ね
ニ

 

冬 

天ニ
モ

 

得タ
リ

  

韭き
う 

へ
い 

せ
い
ヲ。

又 

牛ノ 

形 

状 

気 

力ハ 

不ざ
ル
ニ

  

勝ラ 

王お
う  

愷が
い
ノ

 
牛ニ、
而 

与と 

愷 

出 

遊シ、
極メ

テ

  

晩お
そ
ク

 

発シ、
争フ 

入ル
ヲ

  

洛ら
く 

城じ
や
う
ニ。

崇ノ 

牛ハ 

数 

十 

歩 

後お
く
レ
テ、  

迅は
や
キ
コ
ト

    

若ご
と
ク

 

飛ひ 

禽き
ん
ノ、

愷ノ 

牛 

絶ぜ
つ  

走そ
う
ス
レ
ド
モ

　
　

不ず 
能あ
た
ハ

 
及ブ。
毎つ
ね
ニ

  

以も
つ
テ

 

此こ
ノ 

三 

事ヲ 

為な
ス 

や
く 

腕わ
ん
ヲ。
乃す
な
は
チ

   

密ひ
そ
カ
ニ

  

貨シ 

崇ガ  

帳ち
や
う 

下か 

都と 

督と
く 

及ビ 

御ス
ル

 

車ヲ 

人ニ、
問フ 

所ゆ 

以ゑ
ん
ヲ。 

都 

督 

曰い
ハ
ク、「

豆ハ 
至ツ

テ

  
難が

た
シ

 
煮
。
唯た

ダ  

予
あ
ら
か
じ
メ

  

作な
シ 

熟 

末ト、
客 

至レ
バ、

作リ
テ

 

白 

粥ヲ 

以テ 

投ズ 

之こ
れ
ニ。

韭 
 

ハ 

是こ
レ 

搗つ
キ 

韭き
う 

根こ
ん
ヲ、 

雑ま
じ
フ
ル
ニ

   

以テ
ス
ル

   

麥ば
く 

苗べ
う
ヲ

  

爾の
み
ト。」 

復ま
タ 

問フ 

馭ぎ
よ 

人じ
ん
ニ

 

牛ノ 

所-

以ヲ 

駛は
ス
ル。

馭 

人 

云い
フ、「

牛ハ 

本も
と 

不 

遅カ
ラ。

由よ
ル 

将も
ち
フ
ル

  

車ヲ 

人ノ 

不シ
テ

 

及バ 

制ス
ル
ニ

   

之ヲ 

爾
。
急ナ

ル

 

時ハ 

聴ゆ
る
セ
バ

   

偏へ
ん 

轅ゑ
ん
ヲ、

則す
な
は
チ

  
駛ス

ト
 

矣
。」 

愷 

悉
こ
と
ご
と
ク

  

従ヒ 

之ニ、
遂つ

ひ
ニ

 

争フ 

長ヲ。

（『
世
説
新
語
』に
よ
る
。）

（
注
13
）

レ

二

一
Ｃ

（
注
14
）

二
（
注
15
）

一

レ

二 （
注
16
）

一

レ

レ

二
（
注
17
）

一

二 （
注
18
）

一

レ

レ

二

一 Ｄ

二

一

二

（
注
19
）

レ

一

二

一

レ

二 （
注
20
）

一

二

一

レ

二

一

二

（
注
21
）

一

三 （
注
22
）

二

（
注
23
）

一

レ

二

レ

レ

一レ

（
注
24
）

二

一

レ

レ
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（
注
13
）　
石
崇
―
―
西
晋
の
富
豪
。
西
晋
は
中
国
の
王
朝
名
。

（
注
14
）　
辦
―
―
で
き
あ
が
り
。

（
注
15
）　
韭

―
―
「
に
ら
」と「
う
き
く
さ
」を
使
っ
て
作
っ
た
な
ま
す
料
理
。
冬
に
は
、
う
き
く
さ
が
手
に
入
り
に
く
か
っ
た
。

（
注
16
）　
王
愷
―
―
中
国
、
西
晋
の
王
室
の
外
戚
。

（
注
17
）　
洛
城
―
―
中
国
、
西
晋
の
首
都
。

（
注
18
）　
飛
禽
―
―
飛
ぶ
鳥
。

（
注
19
）　
帳
下
都
督
―
―
大
将
軍
の
属
官
の
一
つ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
私
設
の
執
事
の
よ
う
な
も
の
。

（
注
20
）　
熟
末
―
―
煮
て
す
り
つ
ぶ
し
た
も
の
。

（
注
21
）　
麥
苗
―
―
麦
の
若
芽
。

（
注
22
）　
馭
人
―
―
御
者
。
牛
車
を
あ
や
つ
る
人
。

（
注
23
）　
駛
―
―
速
く
走
る
。

（
注
24
）　
聴
偏
轅
―
―
牛
車
の
前
に
長
く
出
し
た
二
本
の
棒
の
一
方
を
は
ず
す
。

国語
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問
1　

傍
線
部
Ａ　
「
や
す
か
ら
ぬ
事
い
ふ
や
つ
か
な
。」　

と
あ
る
が
、
季
武
は
な
ぜ
こ
う
言
っ
た
の
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

解
答
番
号
は

17

。

1　

従
者
が
、
季
武
が
矢
を
外
し
た
ら
、
自
分
の
命
と
ひ
き
か
え
に
望
む
も
の
の
要
求
を
つ
り
上
げ
て
き
た
こ
と
に
対
し
て
、
怒
り
を
覚
え
た
か
ら
。

2　

従
者
が
季
武
に
向
か
っ
て
、
自
分
の
方
が
弓
の
技
術
に
優
れ
、
的
を
射
当
て
る
点
で
は
季
武
よ
り
上
だ
と
言
っ
た
こ
と
を
、
不
快
に
思
っ
た
か
ら
。

3　

従
者
が
季
武
に
向
か
っ
て
、
自
分
自
身
に
射
当
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
言
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
発
奮
し
て
、
お
も
し
ろ
く
感
じ
た
か
ら
。

4　

従
者
が
季
武
に
向
か
っ
て
、
さ
げ
針
を
射
る
こ
と
が
で
き
る
の
を
証
明
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
挑
発
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
不
満
を
感
じ
た
か
ら
。

5　

従
者
が
季
武
に
向
か
っ
て
、
離
れ
て
立
っ
て
い
る
自
分
に
射
当
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
言
っ
た
こ
と
を
、
快
く
思
わ
な
か
っ
た
か
ら
。

問
2　

傍
線
部
Ｂ　
「
さ
い
は
れ
た
り
。」　

と
あ
る
が
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号

は

18

。

1　

従
者
が
望
む
も
の
を
自
分
は
差
し
出
す
の
に
、
そ
の
見
返
り
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
お
か
し
い
と
季
武
が
不
満
を
持
っ
た
と
い
う
こ
と
。

2　

自
ら
の
命
を
差
し
出
す
の
だ
か
ら
、
そ
れ
以
上
差
し
出
す
も
の
は
な
い
と
い
う
従
者
の
言
葉
に
、
季
武
が
納
得
し
た
と
い
う
こ
と
。

3　

自
ら
の
命
を
差
し
出
す
の
だ
か
ら
、
季
武
が
矢
を
外
し
た
と
き
に
望
む
も
の
を
も
ら
え
る
こ
と
は
当
然
だ
と
従
者
が
思
っ
た
と
い
う
こ
と
。

4　

命
を
差
し
出
す
約
束
を
し
て
も
、
季
武
の
射
る
矢
は
当
た
る
は
ず
が
な
い
の
で
、
何
の
問
題
も
な
い
と
従
者
が
思
っ
た
と
い
う
こ
と
。

5　

従
者
に
命
の
や
り
取
り
を
し
よ
う
と
提
案
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
季
武
が
迷
っ
た
す
え
に
承
諾
す
る
こ
と
を
決
め
た
と
い
う
こ
と
。

国語

024



2022KN2A-01-―　　―24

問
3　

傍
線
部
Ｃ　

咄 

嗟 

便 

辦　

が
可
能
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

19

。

1　

客
が
来
る
と
聞
い
た
と
き
か
ら
、
粥
を
煮
は
じ
め
て
そ
れ
と
同
時
に
す
り
つ
ぶ
し
て
お
い
た
豆
を
入
れ
て
煮
込
ん
だ
か
ら
。

2　

煮
え
に
く
い
豆
を
細
か
く
し
て
か
ら
煮
る
こ
と
で
火
を
通
り
や
す
く
し
て
お
き
、
作
り
置
き
し
て
い
た
粥
に
入
れ
た
か
ら
。

3　

煮
え
に
く
い
豆
を
前
も
っ
て
煮
て
、
す
り
つ
ぶ
し
た
も
の
を
作
っ
て
お
き
、
客
が
来
て
か
ら
粥
を
煮
て
入
れ
て
い
た
か
ら
。

4　

煮
え
に
く
い
豆
を
前
も
っ
て
水
に
つ
け
て
お
き
、
客
の
来
る
前
に
粥
と
同
時
に
煮
て
、
豆
が
煮
え
切
る
前
に
出
し
た
か
ら
。

5　

小
さ
く
火
が
通
り
や
す
い
豆
を
選
び
準
備
し
て
お
き
、
客
が
来
た
と
き
に
す
り
つ
ぶ
し
て
い
た
粥
と
同
時
に
煮
込
ん
だ
か
ら
。

問
4　

傍
線
部
Ｄ　

為 
 

腕　

は「
非
常
に
く
や
し
が
る
」と
い
う
意
味
だ
が
、
な
ぜ
王
愷
は
く
や
し
が
っ
た
の
か
。
そ
の
要
因
の
組
合
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

1
〜
5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

20

。

ア　

牛
の
体
つ
き
や
気
力
で
か
な
わ
な
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ　

韭

を
常
に
準
備
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

ウ　

牛
の
速
度
で
か
な
わ
な
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

エ　

豆
粥
を
す
ぐ
に
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い

オ　

豆
粥
を
ど
の
よ
う
な
時
期
に
も
作
る
こ
と
が
で
き
な
い　
　
　

カ　

韭

を
す
ば
や
く
作
る
こ
と
が
で
き
な
い

1　

ア
と
イ
と
ウ

2　

エ
と
オ
と
カ

3　

ア
と
オ
と
カ

4　

イ
と
ウ
と
エ

5　

ウ
と
オ
と
カ
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問
5　

国
語
の
授
業
で
Ⅰ
・
Ⅱ
の
文
章
を
読
み
終
え
た
後
に
話
合
い
を
行
っ
た
。
次
の【
話
合
い
の
一
部
】を
読
ん
で
、
空
欄

Ｘ

・

Ｙ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適

当
な
も
の
を
、
後
の
各
群
の
1
〜
5
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

21

・

22

。

【
話
合
い
の
一
部
】

山
田
さ
ん　

 「
Ⅰ
の
文
章
で
は
、
前
半
の
と
こ
ろ
で
挑
発
を
し
て
き
た
従
者
と
言
い
合
い
に
な
っ
て
い
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
ね
。」

清
水
さ
ん　
「 
Ⅱ
の
文
章
で
も
、
前
半
で
は
王
愷
が
石
崇
と
競
い
合
っ
て
、
上
手
く
い
か
ず
に
悔
し
が
っ
て
い
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
ね
。」

山
田
さ
ん　

 「
後
半
で
は
、
Ⅰ
の
文
章
・
Ⅱ
の
文
章
、
ど
ち
ら
も

Ｘ

が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
点
が
共
通
し
て
い
る
ね
。」

秋
山
さ
ん　

 「
た
し
か
に
、
Ⅰ
の
文
章
で
は
、
従
者
が
矢
の
当
た
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
る
し
、
Ⅱ
の
文
章
で
は
、
都
督
と
馭
人
が
豆
粥
・
韭

・
牛

の
こ
と
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
話
を
し
て
い
る
ね
。」

清
水
さ
ん　

 「
し
か
し
、
話
を
聞
い
た
後
の
、
登
場
人
物
の
様
子
が
Ⅰ
の
文
章
と
Ⅱ
の
文
章
で
は
、
少
し
異
な
っ
て
い
る
ね
。」

山
田
さ
ん　

 「
そ
う
だ
ね
、

Ｙ

に
な
っ
て
い
る
ね
。」

Ｘ　
　

1　

や
っ
て
い
た
こ
と
の
真
相
を
説
明
す
る
場
面

2　

や
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
懺ざ

ん

悔げ

す
る
場
面

3　

用
意
や
心
持
ち
の
不
十
分
さ
を
指
摘
す
る
場
面

4　

や
っ
て
い
た
内
容
を
自
慢
す
る
場
面

5　

少
し
の
工
夫
の
大
切
さ
を
説
い
て
い
る
場
面

21

⎩―――⎨―――⎧
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Ｙ　
　

1　

文
章
Ⅰ
は
従
者
の
言
う
こ
と
を
不
快
に
感
じ
て
、
従
者
が
何
も
言
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
状
態
、
文
章
Ⅱ
は
聞
い
た
内
容
を
採
用
し
て
い
る
状
態

2　

文
章
Ⅰ
は
従
者
の
言
う
こ
と
に
反
発
し
て
、
我
を
通
そ
う
と
え
ら
そ
う
に
し
て
い
る
状
態
、
文
章
Ⅱ
は
聞
い
た
内
容
を
世
の
中
に
広
め
て
い
る
状
態

3　

文
章
Ⅰ
は
従
者
の
言
う
こ
と
を
信
じ
て
、
よ
り
一
層
矢
の
腕
を
磨
こ
う
と
し
て
い
る
状
態
、
文
章
Ⅱ
は
争
っ
た
人
物
と
関
係
を
修
復
し
て
い
る
状
態

4　

文
章
Ⅰ
は
従
者
の
言
う
こ
と
に
道
理
が
あ
る
と
了
解
し
て
、
何
も
言
え
な
い
状
態
、
文
章
Ⅱ
は
聞
い
た
内
容
を
行
い
優
劣
を
競
い
合
っ
て
い
る
状
態

5　

文
章
Ⅰ
は
従
者
の
言
う
こ
と
に
賛
同
し
て
、
そ
の
教
え
を
広
げ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
状
態
、
文
章
Ⅱ
は
聞
い
た
こ
と
を
全
て
拒
絶
し
て
い
る
状
態
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